
令和 7年 5月 27日  <社員総会参考資料>  

(1)報告事項 

第 6期(令和 6年 4月 1日から令和 7年 3月 31日まで)事業報告 

Ⅰ 事業の概況 

1. 事業概況 

日本財団の渚の交番プロジェクト「里山里海交流館しんぴお」の里山体

験を通した自然保護啓蒙活動も順調に推移しております。また、農泊推進

として取り組んでいる「北房まちの駅」AZAEゲストハウスへの宿泊客に

ついても、前年度同程度で受託収入を計上しました。移住定住促進で取り

組んでいるお試し住宅家賃収入も増加しました。 

    当年度決算状況につきましては、収益事業会計の経常収益は 6,951 千

円(内事業収益 5,318 千円、雑収益 1,633 千円)で、経常費用 6,764 千円、

を差し引き、当期一般正味財産増減額▲279千円となり、正味財産期末残

高は 876 千円となりました。非収益事業会計の経常収益は 245 千円、事

業費 413 千円を差し引き正味財産増減額は▲168 千円となり、正味財産

期末残高は▲990千円となりました。 

令和 7年度におきましては、引き続き森里川海連環の里山体験、里海と

の交流イベントも定期的に行います。昨年度からの森林整備に力点を置い

た、家族連れで自然に触れあえる森のパークづくりと体験プログラムの造

成を行うと共に、今年度採択された環境省の「良好な環境を活用した観光

モデル事業」を行います。北房地域の魅力発信と、地域の農林産物を活用

した飲食店、宿泊施設等の経済循環を目指してまいります。 

社員の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援、ご指導を賜りま

すようお願い申し上げます。 

Ⅱ 法人の概要 

1. 主な事業所 

真庭市下呰部 639 

「北房まちの駅」インフォメーションセンター 

真庭市下呰部 664 

里山里海交流館「しんぴお」 

 


